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　国際連合が2015年に採択したSDGs(持続可能な開発目標)の2030アジェンダには、17

の目標が書かれており、一番目の目標が貧困の根絶です。一企業の事業活動から見ると距

離感のある社会問題とも捉えがちですが、このSDGsの目標を達成するには、企業の主体的

な役割が不可欠のようです。私たちはこれまで企業の社会的な役割を、収益の中から寄付を

する、従業員に町の清掃をしてもらうといったことだと理解してきました。しかし、グローバ

ルな視点に立った貧困を始めとする多くの目標を達成することは、これまでの活動では明ら

かに不十分です。

　オルガノは創業以来、水をきれいにする装置やシステムを開発して、社会に提供してきま

した。日本の産業に必要とされる工業用水をつくる装置や排水を浄化するシステムは、産業

振興と環境保全に寄与すると自負しています。しかし、これは、SDGs目標のほんの一部で

しかありません。あらためてオルガノの役割はどうあるべきかを長期的な観点から再考しまし

た。それがオルガノの経営理念であり、長期経営ビジョンです。

　現在でも世界には安全な水が入手できない人たちが大勢います。人口増加する将来の世

代が必要とされる水はさらに不足すると言われています。さらに、気候変動によって世界で

は水がますます偏在するようになってくるでしょう。

貧困を解決するためには、環境に負荷をできるだけ掛けないように経済発展して行かなけれ

ばなりません。オルガノは、海外とりわけ発展途上国や新興国に目を向け、水を通して産業

発展や安全な生活の確立にいささかでも貢献したいと考えています。オルガノが国内の事業

で培ってきた技術は、色々な産業が必要とする水の調達や排水からきれいな水を再生回収し

て再び利用することに活用できるはずです。オルガノは2030年までにこれらの貢献ができる

よう、必要とされる人に水を届けられるよう事業を展開します。

　しかし、オルガノだけで経済発展を支えることも、多様なSDGs目標にアプローチすること

もできません。異なる生活文化や産業構造の中でオルガノが貢献できるとしたら、それはそ

の地、その地でのニーズを的確に捉え、合理的な水処理技術を開発し、選択することです。

そのために世界の人々や企業とのパートナーシップが欠かせません。

　かつて日本は環境を犠牲にして経済発展に邁進したことがありました。今私たちは環境と

経済発展を両立する持続可能な開発ができると信じています。この経験と技術を必要として

いる国、地域に移転して行くことが肝要です。そこで人材が育成できれば、経済の発展とと

もに対応力が向上して行くでしょう。新興国では先端産業が勃興しています。オルガノは必

要とされる先端的な水技術をたゆまず開発し続け、提供していきます。

　これらのオルガノのミッションは容易いものではないと理解しています。多くの人たちの英

知とパッションをいただけるのなら必ずしや達成できると確信しています。

代表取締役社長	

鯉江 泰行

「水」で培ってきた確かな技術で
持続可能な社会に貢献します。
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●オルガノグループは、2015年度まで、環境報告書として、各種
環境活動の報告を行ってまいりましたが、2016年度の活動報告
よりCSR報告書としてまとめ、環境保全活動のみならず、企業の
社会的責任を果たすための他の取り組みについてもまとめて報告
いたしました。	 	
本報告書を通じて、当社グループの取り組みの一環をご理解いた
だければ幸いです。

●オルガノ株式会社（開発センター、つくば工場、いわき工場を含む
国内事業所）が報告の主体ですが、一部、国内関連会社（オルガノ
プラントサービス株式会社、オルガノフードテック株式会社、オルガ
ノエコテクノ株式会社、オルガノアクティ株式会社、株式会社ホス
テック、東北電機鉄工株式会社）を報告の範囲とします。

●発行月	 	
2019年5月（次回発行予定　2019年10月）

●発行責任・問い合わせ先	 	
オルガノ株式会社　経営企画部　CSRグループ	 	
東京都江東区新砂1丁目2番8号
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オルガノのミッション

水の惑星ともいわれる地球。地球の水は水蒸気、河川や湖沼、氷河、土壌の水分、そして帯水層の地下水として
存在します。宇宙から見ると地球表面の約71％は水で覆われており、海は地球の全水量の約97％を占めています。
しかし、大量にあると思われる水も一か所に集めると、地球の直径12,756㎞よりも、はるかに小さい直径1,380
㎞の水球になります。そして、その中でも海水以外の淡水は隣の小さな水球（直径285km、全水量の2.5％）にす
ぎません。これらの多くは地下水であり、利用しにくい水です。わずかに見える微小な水球（直径56km、全水量の
0.01％）だけが、私たちがアクセスしやすい地表の淡水です。豊富にあるように見えながらも水は貴重な資源です。

人類は、自然資産である水を日々の暮らしや産業に利用し、自然界の浄化能力に依存しながら生活を営んできました。
過去には自然の浄化能力を超えた汚濁によって公害問題が深刻化した時代もあり、国内では法整備や浄化技術の
普及によって改善に向かっていますが、海外では経済発展に伴う汚濁負荷増加で問題が深刻化している地域もみら
れます。経済発展に良質な水の調達は必須であり、水資源を効率よく利用し、利用した後は地球環境や生態系へ
の影響を最小限とするように処理することが求められます。望まれるのは、それぞれの地域が抱える水問題に真摯
に向き合い、健全な産業の振興を促し、経済的に環境保全対応力を持つこと。当社グループの水処理技術がこれ
らの一助になることを願い、事業に取り組んでいます。

地球の水資源
地球の水

暮らし、産業と水

水の種類 存在割合
海水など塩分を含む水 97.47%
淡水（氷河、地下水） 2.53%
淡水の表層水（河川水など） 0.01%

国土交通省「平成21年度版日本の水資源」、US Geological Survey（アメリカ地質調査所）資料を基に当社作成

上流側
下流側

梓川（上高地）の清流

湾岸の石油基地
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オルガノグループは産業と生活が必要とするきれいな水に処理すること、排水を浄化して環境に戻すことを主力事業
としています。1946年の創立以来、常に水と共にあり、産業と生活に必要とされる水のニーズに応えてきました。熱
エネルギーを用いずにイオン交換樹脂を用いて蒸留水と同等の水を得る装置を開発、無熱蒸留水を製薬会社、病
院、研究所に販売することをきっかけにラインアップの拡充を進めてきました。
工場で用いる純水製造や排水処理、水のリサイクル、排水中からの有用成分の回収など、幅広い水処理を手掛け、産
業やインフラのパートナー企業として産業や日々の暮らしの発展を側面から支える役割を担っています。

オルガノの水処理

水の高純度化、分離精製と共に歩んだ72年

無熱蒸留水製造装置
1946年

ミクロポアフィルタ

イオン交換樹脂
カートリッジ純水器

連続式純水製造装置

NMP精製装置

総合排水処理設備

スーパーカミオカンデ

超純水製造装置

オーファス
浸漬膜ろ過生物処理装置

高速沈殿装置

1950年代　　60　　　　　70　　　　　80　　　　　90　　　　　2000　　　　　2010　　　 2018年

様々な分野に展開する水処理技術 −水のグレードと用途−

超純水製造装置
（サブシステム）

純水製造装置
（1次純水）

浄水処理公
共
イ
ン
フ
ラ 下水処理

排水処理
装置

半導体、電子部品製造（洗浄）
　微量分析
　発電用タービンの蒸気発生器用水
　　医薬品製造

化学分析・理化学実験
　コンタクトレンズ洗浄

飲料、料理、入浴、洗濯

工場冷却水、散水

水道水や工業用水の水源

きれい 不純物
の単位

％

ppt (ng/L)

ppb (µg/L)

ppm (mg/L)

g/L

汚い

超純水

水道水

工業用水、雑用水

河川水、湖沼水、地下水

生活排水、下水

産業排水

純水
精製水、蒸留水

主
な
用
途

オルガノのミッション
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地球規模の大きな水循環の中に、生活や産業を含む小さな水再生循環のループを構築し、水を有効利用しながら、
環境を損なわない健全な経済発展に寄与することが当社に望まれる役割といえます。
持続可能な開発目標 SDGs（Sustainable Development Goals）は、2015年に国連で採択され、国連加盟国が 
2030年までに達成するために掲げられた17の目標と169のターゲットから構成されます。
当社事業と関わりが深い「安全な水と衛生の確保」は、第6番目の目標とされています。しかし、水は他の多くの目
標とも関連が深く、例えば、貧困の撲滅に不可欠な経済発展に良質な水の調達は必須で、食糧の安定確保にも水
は欠かせません。医療制度を支え、健康な生活を維持するのにも安全な水が必要です。また、陸上の生態系の保
護にも水の管理が重要で、陸上での人類活動で大量に排出される生活排水や産業排水を適切に浄化するシステム
も海洋の保護のために欠かせません。
当社グループは、水を中心に自らの役割を理解し、主体的に他のSDGs目標への関与と関心を強めていかなければ
ならないと考えています。

水にかかわる社会課題の解決から、持続可能な社会の実現へ

世界を変えるための 17の目標

1 貧困の根絶
2 飢餓の根絶
3 健康と福祉の促進
4 教育の促進
5 ジェンダーの平等
6 水と衛生の確保
7 エネルギーをクリーンに
8 適切な雇用の促進
9 持続可能なインフラと産業
10 国内・国家間の不平等の是正
11 持続可能な都市と居住
12 持続可能な生産と消費
13 気候変動の対策
14 海洋資源の保全
15 陸上生態系・森林の保全
16 平和で包括的な社会の促進
17 パートナーシップの強化

水と衛生の確保

すべての人がきれいな水
を利用できるように

オルガノのミッション
産業・生活に求められる
水関連技術・製品の提供

社会インフラ
発電所用水

飲料水（海水淡水化等）、下水
産業 生産用水

生活
食品原料・原水
医療用水

環境

排水処理・排水回収（ZLD※）
低環境負荷技術

（省エネ・CO2排出量削減・
資源有効利用等）

※ ZLD (Zero Liquid Discharge) : 排水を回収・再利用し
　 外部に排出しないシステム

事業と直接関連する目標

オルガノのミッション
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経営理念・長期ビジョン
オルガノが社会の中でどうありたいのか、何を目指していくのか、オルガノとしての存在意義を見つめなおし、
2018年4月に新しい経営理念と長期ビジョンを制定しました。将来のあるべき姿、達成すべき将来像に向かって、
社員一人ひとりが自覚し行動することで、望ましい企業文化を作りあげていきます。

経営理念・長期ビジョン

経 営 理 念
オルガノは
水で培った先端技術を駆使して
未来をつくる産業と社会基盤の発展に貢献する
パートナー企業としてあり続けます

長期経営ビジョン
付加価値の高い分離精製・分析・製造技術を基に
事業領域と展開地域を拡大し、産業と社会の価値
創造と課題解決を推進する製品・サービスを絶え
ず提供します。

昨日までのやり方を、明日に向けて、今日変える
人をつくり、一人ひとりが働きがいと活力に満ち
た企業を構築します。

新しい経営理念は、「より会社の方向性を明確にするもの」、新規に
策定した長期経営ビジョンを「10年後のオルガノの姿をイメージし
て開発を促すもの」としました。変化を続ける自然環境、社会環境、
事業環境の中で、オルガノは従業員一人ひとりが、その他のステー
クホールダーの方たちと、変化を見つめ、創意と工夫を重ねてより
よい環境の確立、維持を目指します。
SDGsの達成をめざす社会の色々な立場の方から、オルガノがパー
トナーであると認識されるような活動を推進します。なお、長期経営
ビジョンには水処理エンジニアリング事業をコアとしながら、水を超
えてオルガノの役割をさらに広げ、分離精製・分析・製造技術を強
みとし、働きがいのある会社にしようとする思いが込められています。
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中期経営計画

当社グループは、常に3年先を見通した事業運営を継続するため、終了年度を固定せず毎年ローリングする中期経
営計画に取り組んでいます。新たな中期経営計画では、これまで進めてきた経営ビジョンに中長期的な成長の礎を
築くことを目的として、新しい事業創出を目指すビジョンを加え、以下の2つを経営ビジョンとしています。

◆ 中期経営計画の概要

中期経営計画

既存の事業

水処理

純水・超純水製造

排水処理・回収

分離・精製

酒類・ドリンク用水・糖精製

アジア地域強化

海外への展開強化

さらに新しい地域へ

新分野への展開

半導体製造
プロセス分野 エネルギー分野

ライフサイエンス分野 資源分野

•	主要アジア経済圏において、電子分野をはじめとする産業に、最適な品質の水を、最も合理的なコストで、 最もタイ
ムリーに提供できる収益力あるエンジニアリング会社
•	独自の分離精製プロセスにより次世代産業の価値創造を支える事業を創出する会社
•	高付加価値の機能商品を生み出し続け、グローバルに展開する会社

なお、オルガノ企業行動指針は、当社ホームページで公表しています。
https://www.organo.co.jp/company/ecology/

◆ オルガノグループの経営ビジョン
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当社の強み
事業内容

水処理の対象は水道水、原材料水、洗浄用水、排水など多様ですが、共通しているのは、不要な成分を分離して除き、有
用成分を高純度化すること。これを効率よく、高度に行うには、対象に合わせて最適なシステムを適用することが肝要です。
ひとつの単位操作、例えば、ろ過やイオン交換だけでは不十分な場合、脱気やUV酸化、活性炭吸着なども組み合わせて、
実際に使えるシステムを構築します。また長期間にわたって安定稼働させる機器で構成し、万一故障した際にもすぐに補修
できる体制を整えていることや現実的なランニングコストで維持できることも重要な要件であり、それらを各条件に合わせて
提案できることも当社の強みです。

分離精製のシステムとテクノロジー

多成分を分けて、目的成分の純度を高めること。
分離精製とは

主な単位操作

主な適用先

イオン交換イオン交換

純水・
超純水製造

 用水、
排水処理 上下水道 糖液、香料 電子材料、

ガス
 有用金属、
フッ素回収

 水、
エネルギー

回収

クロマトグラフィークロマトグラフィーろ過ろ過 凝集沈殿凝集沈殿 UV 殺菌UV 殺菌脱気脱気吸着吸着 蒸留蒸留

水処理で培った“分離精製”をキーワードにより技術を磨き、既存分野は基より、新たな分野への展開を推進
します。

“分離精製”はオルガノのコア技術であり、その追及は使命。
目的に合わせて必要な成分と不要成分に分け、取り出す分離精製技術はオル
ガノがもつ基盤技術であり最大の強み。70年以上、水処理を中心に脈々と受
け継がれ、適用分野を拡大しています。	 	
産業の発展と共に水へのニーズは高まり、良質の水が大量に必要となりました。
その用途によって要求される水質は千差万別です。オルガノでは最新の技術を
組み込み、システムとして最適化し、お客様ごとに各々デザインしています。
分離精製技術の適用先は純水や超純水製造、各種水処理や砂糖原料、焼酎原
料の精製等多岐にわたります。	 	
スマートフォン、液晶テレビ、パソコン、カメラ、金属製品、飲料や薬など、
私たちに身近な製品は水なくして作ることはできません。微細な半導体や電気
回路を清澄な超純水で洗浄したり、不純物のない安全な水を原料水としたり、
モノづくりの分野で水は不可欠なものと言えます。	 	
水の価値と機能を最大限に活かすこと。豊かな暮らしと水環境の保全を両立さ
せること。これまでもこれからも、それがオルガノの使命です。
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事業内容

製品・サービス
求められる水量・水質を満たす製品および最適なシステムとサービス

機能商品事業

プラント事業 主な対象分野

最先端の高度な技術を組み合わせた
さまざまな用途に適する

水処理関連設備

	

◆用水製造設備（純水、超純水等）
◆排水処理・排水回収設備
◆有価物回収設備
◆プロセス関連設備（糖類精製等）

電子産業分野
半導体／液晶／各種電子部品等

電力分野
火力発電所／原子力発電所等

上下水道分野
上水道／下水道

一般産業分野
食品／飲料／医薬／化学／機械等

ソリューション事業

水処理設備の最適な運用を実現するソリューションを提供

◆消耗品交換・メンテナンス	
◆運転管理
◆改造工事
◆水処理加工受託

標準型機器・フィルター 水処理薬品

標
準
型
機
器

研究機関・病院などでの実験・
分析・検査等に用いられる

高純度の水を提供

◆超純水製造装置
◆純水製造装置

　　　

ピューリック・ピュアライトαシリーズ

用水処理設備

排水処理設備

製造工場棟 ボイラ室

冷却塔

RO水処理薬品
スライムコントロール剤
スケール防止剤

排水処理薬品
凝集剤・栄養剤・
消泡剤等

冷却水処理薬品
スライムコントロール剤

分散剤等

洗浄薬品
化学洗浄剤・

スライム剥離剤等

ボイラ水処理薬品
脱酸素剤・分散剤・

清缶剤等

工場やビルでさまざまな用途に
最適な水質管理を実現できる薬品

フ
ィ
ル
タ
ー

飲料水やコーヒーなどに
適した美味しく安全な水

  

◆コンビニ・厨房・カップ式自販機	
　など向けの浄水フィルター等

オルガノフィルターD-4D

食品加工材
高齢者食、介護食市場や弁当・惣菜などの中食市場、機能性食品・栄養補助食品などに 

向けた食品素材・食品添加剤など、時代の要請に応える食品加工材

◆ゼリー、タレなど向けのゲル化剤、増粘剤
◆たん白、食物繊維等の食品素材　等

9 オルガノグループ CSR Report 2018

半導体工場

液晶工場

石油精製工場飲料・食品工場

製紙工場自動車工場

火力・
原子力発電所

製薬工場、
病院、医療施設

浄水場、
下水処理場

研究所電子部品工場

化学工場

産業排水処理

超純水製造

純水製造

水道水 下水
処理

総合水処理
エンジニアリング会社

当社製品の適用分野

純水、超純水製造や排水処理などの水処理装置・サービスは、発電所や上下水道等のインフラ関連、各種製造業、試験・研究
機関等、様々な分野で利用されています。

スマートフォンやタブ
レットを構成する電子
部品にも製造過程で
純水や超純水が使わ
れています。

【身近な製品に用いられる一例】

イメージセンサー
（カメラ）

タッチパネル

CPU、コンデンサ

フラッシュメモリ

事業内容
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オルガノは水を活かす技術と環境に配慮したシステムで日々の生活と産業の発展をサポートしています。

暮らしを支えるオルガノの水処理技術

住 宅 地

カップ飲料自販機や厨房用設備
に浄水フィルターが採用されて
います。

半導体・電子部品工場

精密部品の製造に必要な純水や超純水の供
給、使用後の水をリサイクルする技術などを
提供しています。

ビル・ホテル

飲用水から空調・ボイラー用
水、排水処理まで様々な場所で
役立っています。 

学校・研究所

飲用水やプール水の衛生管理、
実験・研究用水など様々な水処
理技術を提供しています。

病 院

臨床検査や器具洗浄などに必
要不可欠な純水・超純水を提供
し、医療現場を支えています。

発 電 所

発電設備内の水質維持、各種排
水処理などエネルギーの安定
供給に貢献しています。

オルガノは水を活かす技術と環境に配慮したシステムで日々の生活と産業の発展をサポートしています。

オルガノグループの紹介

11 オルガノグループ CSR Report 2018

下水処理場

工場や家庭から出る排水を浄化
し、自然にもどすお手伝いをし
ています。

化学プラント

各種製品の製造過程で不可欠な純水・超純
水製造技術、環境に配慮した排水処理技術を
提供しています。

浄 水 場

濁りや匂いなどを除去し、安全
でおいしい水道水をつくってい
ます。 

食 品 工 場

食品・飲料の原料水、容器洗浄
水のほか食品添加剤も供給して
います。

コンビニ、飲食店

水道直結の浄水フィルターでよ
り安心な水をつくっています。

オルガノグループの紹介

浄水場
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コーポレート・ガバナンス

適正な事業活動を持続的に営み、ステークホルダーに対する責務を果たして信任を得るため実効的なコーポレート・
ガバナンスを確立・維持しています。

コーポレート・ガバナンス

　取締役会は、戦略的な意思決定と執行役員による業務執行の監督を行っています。定例取締役会を毎月１回開催するほか、
必要に応じて随時開催し、経営計画、資金計画、投資、M&Aなど重要経営課題について審議、決定しています。また、意思決定
に第三者視点を加え、経営の効率性・透明性・客観性を確保するため社外取締役２名を招聘しています。

◆ コーポレート・ガバナンス体制図

取締役会

　オルガノは監査役会を設置し、取締役会とともに経営に
対する監督機能の向上を図りながら経営の公正性および
透明性の確保を推進しています。

監査体制
　特定の重要課題について意思決定や審議を行う経営会
議を設け、中期経営計画や投融資など経営上重要な課題
について、取締役会の前置機関として役割を担っています。

経営会議

　企業コンセプト、企業理念、経営理念のもと、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資することを目的として、
コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び指針を定めています。

オルガノ　コーポレートガバナンス・ガイドライン

　当社は、公正かつ信頼性の高い経営の実現と経営効率の向上を目指し、以下の基本的な考え方に沿って、コーポレート・ガ
バナンスの充実に取り組んでいます。

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

株主総会

監査役（会）取締役会

報酬委員会

代表取締役社長

コンプライアンス委員会

経営会議

月次事業報告会

各部署

内部監査部門

会計監査人

コンプライアンス体制の構築等

戦略の立案・経営課題の審議

業務執行の報告等

内部監査

会計監査連携連携

連携監査

監査経営意思決定・監督選定
報酬等の意見

選任・解任 選任・解任 選任・解任

　なお、当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針を「オルガノ　コーポレートガバナンス・ガイド
ライン」として定め、当社ホームページにて公表しています。 
https://www.organo.co.jp/company/governance/

(1)	株主の権利を尊重し、平等性を確保する。
(2)	株主・投資家、消費者・顧客、取引先、従業員、地域社会など、幅広いステークホルダーの利益を考慮し、それら	
ステークホルダーと適切に協働する。

(3)	会社情報を適時・適切に開示し、透明性を確保する。
(4)	取締役、監査役及び執行役員は、受託者責任を認識し、求められる役割・責務を実効的に果たす。
(5)	株主との間で建設的な対話を行う。

13 オルガノグループ CSR Report 2018

　目標管理制度、育成面接・評価制度、資格取得支援制度等を整備し、個人の努力や成果を客観的に評価することにより、社
員一人ひとりが働きがいを感じることができる職場づくりを目指しています。

　様々な個性やバックグラウンドをもつ多様な従業員一人ひとりが、能力を発揮し、成長を実感できる環境構築を目指しています。

•	障がい者雇用	 	
現在の障がい者雇用率2.28％（2018年３月現在）をさ
らに高めるべく継続的な雇用拡大に努めています。

•	グローバル人材活用	 	
海外展開の拡大に合わせ、異なる価値観や異文化の
経験を活かすためグローバル人材の雇用、育成を推進
しています。

•	シニア人材の活用	 	
60歳定年退職後もそれまで培ってきた技能や専門知
識を活かして意欲的に働けるよう、65歳までの再雇用
を可能とする再雇用制度を導入しています。　

　当社は、女性活躍推進への取り組みが認められ、厚生労働大臣から優良企業の認定を受けました。
　女性活躍推進法に関係する認定マーク「えるぼし」は、女性が個性と能力を十分に発揮できる社会実現を
目指す法律に関連した認定制度で、①採用時の競争倍率、②勤続年数、③労働時間、④管理職比率、⑤多様
なキャリアコース実績の５項目から評価されます。
　当社はこれらの項目を全て満たし最高位の認定を受けました。
　これまでに当社は育児とキャリアを両立するため、法定を上回る支援制度導入やキャリアアップ
に応えるコース転換制度等を導入してまいりましたが、さらに女性活躍推進法に基づく一般事業行
動計画を策定しており、「一般職女性社員のキャリアアップ研修」、「総合職女性社員のキャリアアッ
プ研修」、「キャリア形成に関する個別相談支援」等を実施し、今後さらにワーク・ライフ・バランスに
配慮し、女性が職場で能力を発揮し活躍できる環境づくりを推進いたします。

・人権尊重の職場づくり
　社員全員が人権に関する正しい知識を身に付け、人権
が尊重される職場づくりを推進するため、全社員向けに企
業倫理、コンプライアンス、ハラスメント防止等に関するｅ
ラーニング教育を実施しています。

◆ 「えるぼし　三ツ星獲得」

人事制度

ダイバーシティへの取り組み

働きやすい職場環境づくり

・労働組合との関わり
　オルガノ労働組合と労働協約を締結し円滑な労使関係
を維持しています。定期的な経営トップ参加の労使協議会
を通じて経営方針の浸透と組合員意見の経営戦略・方針
への反映を図っています。

•	育児支援　育児短時間勤務	 	
ライフステージに合わせて女性だけでなく男性も利
用可能な育児休職制度を導入し、また小学校３年生ま
で対象となる育児短時間勤務制度も導入しています。

•	年次有給休暇取得の奨励	 	
ワーク・ライフ・バランスを実現するため、夏季休暇
や勤続15年と25年のリフレッシュ休暇（特別休暇）と
あわせた有給休暇取得の推進を奨励しています。

•	働きかた改革（柔軟な勤務制度）	 	
柔軟で効率的な働きかたができるようフレックスタイ
ム制度や半日休暇制度を導入、また順次ＷＥＢ会議シ
ステムを普及させる等、業務効率化を推進しています。

コーポレート・ガバナンス
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リスクマネジメント
当社グループの持続的発展を脅かす様々な不確実性をリスクと捉え、その中でもコンプライアンス問題、環境問題、
品質問題、情報セキュリティ問題などを主要なリスクと認識し、これらへの対策を講じています。会社の存続を危うく
するようなリスクが高まり、危機が顕在化した際には、危機管理基本規程に基づき危機対策チームを編成し、被害を
最小限に抑制するための適切な措置を講じます。

コンプライアンス
コンプライアンス確保の取り組み

コンプライアンス確保体制
　ステークホルダーの皆様と良好な関係を築けるよう、法
令遵守はもとより、社会の良識、常識をふまえたコンプラ
イアンス活動を行っています。社会に大きな影響を与える
違法行為、その他小さな不正、ミスが企業で行われないよ
うに業務の適正を確保するために必要な基準・手続きで
ある内部統制システムを策定し、３ヶ月に一回開催するコ
ンプライアンス委員会で、コンプライアンス確保のための
情報交換や不正防止策の検討を行っています。また、情報
提供しやすい開かれた体制づくりと実効性確保のため、社
内通報窓口のほか、第三者機関による外部通報窓口、監査
役への通報窓口を開設しています。（2017年度の通報件
数0件）

社員教育・啓発活動
　全社員へのコンプライアンス教育、イントラ掲示板を用
いた啓発および階層別研修を通じた教育を行いコンプラ
イアンス違反につながりかねない行為の根絶を図ってい
ます。

知的財産の尊重
　特許、実用新案、商標、意匠などの知的財産の各権利は
ビジネス市場において独占性、排他性を法的に確保する
上で重要なものです。これら知的財産は、研究開発、技術
開発など日々の事業活動で生み出されており、2018年3
月31日現在下記の件数を保有しています。

購買基本方針に則った購買活動
　当社はサプライチェーン全体でＣＳＲを推進し、調達先
とともに持続可能な社会の実現に向けて取り組むため
2015年に「オルガノグループサプライチェーンCSR推進
ガイドブック」を策定し、人権尊重、安全衛生の確保、法令
順守、環境への配慮など７項目を定め、サプライチェーン
への浸透を図っています。

オルガノグループサプライチェーンCSR推進ガイドブック
https://www.organo.co.jp/company/society/collaboration/

　グループ社員及び役員が遵守すべき行動規範として、
オルガノグループ企業行動指針を制定し、一人ひとりに携
行可能な小冊子を配布するとともにホームページへ掲示
し、指針の周知と実践を推進しています。

行動指針

種目 権利数 合計

特許・実用新案 720件
1,026件

商標・意匠 306件

コーポレート・ガバナンス
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BCP（事業継続計画）
大地震等の災害発生時の事業への影響や、これに伴うお客様への影響を最小限に留めるため主要事業のBCP（事業継
続計画）を策定し、つくば工場での演習を行うなど、事業の継続能力を高めるため各種対策に取り組んでいます。

　当社の事業継続の基本方針は以下のとおりです。

•	人命の安全確保を最優先	
人命が第一、役員・従業員とその家族の安全確認、安否確認を最優先する。
•	地域社会の安全確保 
当社拠点内と周辺地域の安全確保及び二次災害防止を優先し、地域との共存を図る。
•	事業の早期復旧 
当社の施設や事業所、また当社施工物件、施工中物件の被害状況を迅速に把握し、素早い復旧活動により、業務停止
に伴うビジネス上の悪影響、風評リスクの極小化を図る。	
特に、業務停止が人命を脅かすインフラ関連のビジネス、社会インフラを支えるビジネス、各事業部門で重要と考え
るビジネスの継続に努める。	
当社の事業継続に準じて考え行動することで、お客様の事業継続に貢献する。
•	BCP（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ Ｐｌａｎ）の見直し	
災害等のリスクに強い企業になることを目指し、定期的に訓練・教育を行い、継続的に事業継続計画（BCP）を見直し、
改善する。

【基本方針】

　災害発生時における初動対応の中で、従業員及び家族の安否確認は最も重要な項目です。当社は一定以上の震度や災害情
報などに応じて、安否確認メールを社員へ発信し、迅速に安否を確認するシステムを導入しています。

　当社および関連会社は、インフラとして重要な水道施設の維持管理を受託し、浄水場、配水
池、ポンプ場の維持・管理を行っています。市民生活への影響が大きいことから地震災害時に
は早期復旧と送水再開が求められます。2017年11月には大規模地震を想定したBCP演習を
実施しました。策定したBCPの実効性を確認するとともに更に充実した計画とするための課題
や改善箇所を抽出し、BCP文書を更新しています。

安否確認システム

BCP演習

労働安全衛生
労働安全衛生は最も重要なテーマの一つです。グループ会社やビジネスパートナーが安心して働ける取り組みを継
続的に推進しています。プラント設置工事や薬品取扱いにあたっては手順書の作成、チェックシートによる確認、建設
現場や工場への定期的な安全パトロールを行っています。安全パトロールでは不安全事項へ直ちに是正を指示し、
安全教育が適切に行われていることも確認しています。また作業前の危険予知、リスクアセスメントなどの自主的な
安全活動を指導し、安全管理の強化を図っています。またイントラへの安全だより掲示、災害発生状況報告と改善策
の周知、さらに取引先の表彰制度などを通じて安全最優先というメッセージを発信し、安全な職場づくりに努めてい
ます。

コーポレート・ガバナンス

BCP演習
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オルガノグループは持続的成長をしていく上で関わりの深い５つのステークホルダーに対し、企業として社会的責任
を果たしています。

ステークホルダーとのつながり

ステークホルダー オルガノの役割・使命 エンゲージメント

株主 適正な情報開示、安定的かつ適正な配当、
企業価値の持続的向上

IR活動（決算説明会、IRミーティング）、	
株主総会、ホームページ

顧客 高品質で社会に役立つ製品およびサービ
スを適正価格で提供 営業活動を通じたコミュニケーション

取引先 公平・公正な取引 購買活動を通じたコミュニケーション

社員 安定的雇用、人材育成、適正な給与、情報
と課題の共有

社員集会、労使協議会、各種研修、イントラ
ネット、グループ報、健康相談室

地域・社会・行政 適正な納税、安定的かつ公正な雇用、地域
社会との対話 ホームページ、CSRレポート

株主・投資家とのつながり

ステークホルダーとのつながり

　事業戦略や事業状況の理解促進および経営の透明性を高め市場からの信頼を得るため、適切で公正な開示を目指してい
ます。株主、証券アナリスト等の市場参加者と双方向コミュニケーションを行うことにより、両者の認識ギャップを埋め、市場認
識・評価を経営へフィードバックしています。

IR活動を通じた双方向コミュニケーション

　当社は、財務健全性の維持・向上及び将来の投資に備えた自己資本の充実を図りながら、安定的かつ継続的な配当の実施
を基本方針としたうえで、収益の状況を勘案した利益配分に努めています。なお、当社は定款に剰余金の配当等を取締役会決
議によって行うことができる旨の規定を設けており、配当の実施については、中間配当及び期末配当の年２回としたうえで、期
末配当は原則的に定時株主総会の決議事項としています。
　2017年度の期末配当金は１株当たり28円（2017年10月1日付　当社普通株式5株につき1株の割合で併合）とし、中間配
当金（2017年9月30日を基準日として1株当たり5円（株式併合後換算25円））を含めた年間配当金は１株当たり53円としてい
ます。

株主還元（配当方針）

■ 機関投資家、証券アナリスト向け決算説明会（本決算、半期決算発表後に開催）
■ ＩＲ担当者と機関投資家、証券アナリストとの個別面談（年間約50件）
■ 定時株主総会　株主総会終了後に株主説明会を開催
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ステークホルダーとのつながり

お客様とのつながり

お客様ニーズに合わせた製品・サービス

　お客様に安心してご利用いただける製品・サービスを
継続的に提供するため、「営業」、「設計」、「購買」、「製造」、
「品質保証」等の各部門が一体となって品質維持・向上に
取り組んでいます。
　不具合を未然に防ぐために、各工程での作業手順を定
め、内部監査により実施状況を確認しています。

信頼される品質への取り組み

　国際規格の認証を通じて製品やサービスの品質向上に
努めています。

品質マネジメントシステム

事業部門 認証種類 登録年月

プラント部門 ISO9001 1996年１月

つくば工場 ISO9001
ISO14001

1996年3月
1998年5月

機能商品事業部 ISO9001 1997年4月

開発センター ISO/IEC17025※1 2012年12月

オルガノフードテック
株式会社 本社工場 FSSC22000※2 2015年3月

　水処理には様々な浄化設備、薬品、機能性材料があり、その選定や運用には専門的な知識が要求されます。当社のホーム
ページの製品情報ページではお客様の用途、キーワードから簡単に検索することができます。また、純水・超純水ページでは、
水の純度と用途を専門家の立場から平易な文章で解説しています。

※1　試験所、校正機関が試験・校正実施能力を実証するための要求事項をまとめた
国際標準規格

※2　食品関連製造事業者のための食品安全マネジメントシステム規格の一つ

製品情報ページ　https://www.organo.co.jp/products/ 純水・超純水ページ　https://www.organo.co.jp/purewater/

◆ 社外からの主な評価・表彰（2017年度）

受賞製品・工場名 表彰 主催

ピュアライト/ピューリックα（アルファ）
シリーズ
多様なニーズにフレキシブルに対応で
きる卓上装置の決定版

第60回十大新製品賞
モノづくり賞
（優秀新製品の開発奨励とわが国産業界の技術水準の向上
に資することを目的としたものであり、モノづくりの発展や
独創性豊かな新技術を活用した新製品を表彰）

日刊工業新聞社

オルガノつくば工場
地域とのつながりを大切にした地道な
緑化活動と、工場従事者の参加による
手作りの活動が評価

平成29年度緑化優良工場等表彰
日本緑化センター会長賞
（「工場緑化の推進に積極的に努力することにより周辺地
域の生活環境の向上に顕著な功績のあった工場および製
造業にかかる研究所、そして工場緑化の推進・普及啓発等
に顕著な功績のあった団体または個人」に対して行う表彰。
（日本緑化センターホームページより引用））

一般財団法人
日本緑化センター
後援：�経済産業省、林野庁、

全国知事会、全国市
長会、全国町村会
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社会とのつながり
当社グループでは、水処理事業を通じて環境保全に貢献するとともに、水環境技術や教育に関わる支援活動に積極
的に取り組んでいます。

ステークホルダーとのつながり

　本社ビルでは社会貢献のひとつとして、年に２回、東京都赤十字血液センターを受入れ献血に協力しています。今年度は、
のべ75名の協力がありました。また、救急法（AED）講習会を二種類実施し、献血同時開催の日本赤十字社の専門スタッフによ
る救急法（AED）の講習会とセコム株式会社認定講師による救急法（AED）の講習を行いました。今年度は、約90名が参加し、
救急法の正しい手当の知識と技術を習得しました。

献血活動・ＡＥＤ講習会

取引先・購入先とのかかわり

　当社の事業活動は多くの事業者の皆様に支えられています。購買取引の際は、購買基本方針に基づいて取引条件を明らか
にし、価格、品質、納期、その他の諸条件等を公平・合理的に評価し、購入先を決定します。また、購入先とは信頼関係を構築・
維持することに努め、相互協力により共存共栄の関係を図るとともに法令遵守、環境、人権などの社会的責任への取り組みに
関心を持ち、お互いに社会的責任を果たせるよう努めます。
なお、購買基本方針は当社ホームページ＜ https://www.organo.co.jp/company/buying/ ＞で公開しています。

公正な評価およびパートナーシップの構築

水環境保全技術の発展に関わる支援活動

中国の若手研究者を支援する「オルガノ賞」

　中国では近年、産業の発展に伴って環境に対する意識が
高まるとともに、政府による水環境保全に関する政策が推
進されています。
　当社は2007年度より、中国科学院生態環境研究セン
ター及び蘇州工業園区とともに、中国において水質・水環
境保全に関する分野で優秀な研究成果を挙げている大学
院生を表彰、支援する奨学金制度（通称：オルガノ賞）を
行っています。2017年度も中国に在住している大学院生
を対象に研究テーマを募集し、7月に北京において優秀研
究者の選考と表彰を行いました。

水環境分野の若手研究者の研究を支援
～（公社）日本水環境学会　博士研究奨励賞～

　本賞は、博士後期課程の大学院生などの若手研究者に
よる水環境分野の優れた研究成果を広く紹介し、更なる研
究発展を支援する目的で設立されたものです。当社は本
賞の主旨に賛同し、出捐という形で協力しています。
　第11回を迎えた2017年度は、9月に和歌山大学で開催
された同学会シンポジウムにおいて研究発表、選考ならび
に表彰式が行われ、3名が受賞されました。

2017年度「オルガノ賞」表彰式（中国・北京） 2017年度「日本水環境学会博士研究奨励賞」表彰式（和歌山大学）
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ステークホルダーとのつながり

学校教育への支援活動

企業訪問学習への協力
　当社では、各種学校教育をサポートしている特定非営利
活動法人学校サポートセンターと連携し、毎年全国の中学校
や高等学校の企業訪問学習の受け入れを行っています。
　2017年度は高校生の訪問があり、実験や質疑応答など
を交えながら当社の水処理や環境関連の事業について学
習していただきました。
　この訪問学習を通じて将来環境関連分野に進んでくだ
さる若い人材が増えるきっかけとなるよう、今後も学校教
育への支援を積極的に続けてまいります。 学習風景

社員とのつながり

　社員の安全と健康を確保するとともに快適な職場環境の形成促進のため、安全衛生管理規程に基づいて安全衛生管理体制
と役割を定め、職場環境の維持管理、労働災害の防止・緊急時の措置および関連する教育訓練を実施しています。
　定期健康診断と併せて５年毎に生活習慣病検診を実施。希望者には産業医による定期的な問診も行っています。更に従業
員の配偶者を対象にした主婦検診も実施しています。

安全に働ける職場づくり

　2016年度に全社員を対象にメンタルヘルス研修（ｅラーニング）を実施し、ストレスチェックを毎年実施しています。自分自
身や同僚・部下の不調に気付いたときには社内の相談窓口で専門医や看護師のカウンセリングを受けることができます。

メンタルヘルスケア

地域イベント 中国、インド、台湾、ASEANとのつながり

　つくば工場では、地域住民や取引先の皆様に工場を
知って頂くとともに日頃の感謝を伝えるため、場内イベン
トを開催しています。8月の納涼祭には約190名の参加
があり、地域サークルや地元学校による演奏等のステージ
パフォーマンス、花火打ち上げなど、近隣の皆様とふれあ
いを深める貴重なイベントになっています。

　中国、インド、台湾、マレーシア、インドネシア、シンガポール、
タイ、ベトナムの現地法人会社による事業を通じて水資源
有効利用、水環境保全、水処理技術移転を推進するととも
にサプライチェーンの拡大や現地雇用によって現地製造業
の活性化に寄与しています。また、国内外の技術者が出席
する社内の生産技術発表会で最新の技術情報を共有し、と
もに発展していけるような取り組みを推進しています。

タイ展示会にてつくば工場納涼祭
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ステークホルダーとのつながり

　社員のスキルアップやキャリアアップのために、階層別研修や機能別研修を実施しています。また、社員の自己啓発を援助す
る制度として、資格取得支援制度やオルガノ大学（通信教育受講金補助制度）を導入しています。

人材育成の推進

◆ 主な研修制度

◆ 資格取得支援制度
　約300種類の公的資格を対象に取得費用の一部を補助します。人気の資格は、技術士、技術士補、公害防止管理者、衛生管
理者、電気主任技術者、TOEIC、日商簿記検定などであり、技術系、語学系、情報処理系など多岐にわたります。

◆ オルガノ大学（通信教育受講金補助制度）
　通信教育講座の「オルガノ大学」は業務に必要な技術系・営業系講座、階層別に求められるマネジメントスキルなど9分野
148講座を取り揃え、一定の条件をクリアして修了すると受講料の一部を表彰金として受け取ることができます。

研修種類 概要

入社時集合研修
約1ヶ月間の集合研修で社会人としての一般知識やオルガノの技術を学び、そ
の後は建設現場や工場の研修で実務に必要な知識を習得します。

フォローアップ研修
入社1年目の11月に実施。各部署に配属された同期との相互啓発や仕事に対
する疑問を共有し、オルガノへの理解を深めます。

Engineering Seminar Basic Course (ESB)
オルガノの基礎的技術について、技術分野ごとに受講。業務上直接関わらない
技術についても、将来のキャリアに備え広範に習得します。

入社3年研修
仕事に関する目標や悩みを共有して会社から自分に与えられた役割を再認識
し、考え方や行動の変革を促します。

主なコミュニケーションツール一覧

◆ ホームページ
　ステークホルダーの皆様へ最新
情報をお知らせしています。主な内
容として企業情報、投資家向け情
報（ＩＲ情報）、新着情報（ニュースリ
リース）、製品情報、採用情報などを
掲載しています。

◆ 会社案内
　事業内容、製品、サービス、国内・
海外ネットワークを簡潔にまとめた
冊子（日本語、英語）です。

◆ 株主向け報告書
　主に個人投資家向けに半期ごと
に発刊している冊子で、事業内容、
経営方針、業績をわかりやすく紹介
するとともに株式の手続きに関する
案内を掲載しています。
　ＰＤＦファイルをホームページで
公開しています。
https://www.organo.co.jp/ir/report/
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環境基本方針

環境保全推進体制

環境基本方針

　オルガノの環境保全に関する方針、目標、施策は、「全社
環境保全委員会」で審議、決定されます。国内各事業所で
は、会社の目標、施策を受け、さらに固有の課題も組み入
れて環境保全委員会で事業所の方針、目標、施策を定め、
活動を行っています。

オルガノは、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、
企業活動のあらゆる面で、美しい地球環境との共存と共生に貢献していく。

　新入社員教育やエンジニアリング技術教育のカリキュラ
ムの一つとして、公害防止法令について講習を実施してい
るほか、国家資格である公害防止管理者資格の取得を推
奨しており、通信教育や受験料の負担などのバックアップ
を行っています。

社内教育の推進

環境マネジメントシステム
　オルガノ（株）の環境マネジメントシステムは国際規格で
あるISO14001に基づいており、イオン交換樹脂の精製を
行っているつくば工場で認証を取得しています。

環境理念

社　　長

取締役会

事業所
環境保全委員会

全社環境保全委員会
※事務局：環境安全品質保証部

エンジニアリング技術講習風景

※水質関係第1種～4種、大気関係第1種、騒音・振動関係、ダイオキシン類�	
　関係の合計

　【2017年度公害防止管理者資格取得者数】※：累計178名

◆ 継続的改善
企業活動が環境に与える影響を捉え、技術的･経済的に可能な範囲
で、環境目的・目標を定めて、環境保全活動の継続的な改善を図る。

◆ 製品環境
環境負荷低減型の商品づくり及び技術開発を行う。

◆ 法令遵守･自主基準
環境関連の法律、規制、協定などを遵守し、さらに自主基準を制定し
て環境保全に取り組む。

◆ 環境監査
内部環境監査を実施し、環境保全活動の維持･向上に努める。

◆ 製造環境
省資源、省エネルギー、リサイクル、廃棄物の削減に企業活動のすべ
ての領域で取り組む。

◆ 全員参加
環境教育、社内広報活動を実施し、全社員の環境基本方針の理解と
環境に対する意識の向上を図る。

環境マネジメント体制 環境教育

環境基本方針／環境マネジメント体制／環境教育
環境への取り組み

22ORGANO Group CSR Report 2018

22 23

22 23
オ
ル
ガ
ノ
レ
ポ
ー
ト
CS
R報
告
書
　
20
18
　

 

表
面

 



環境への取り組み

◆ 2017年度オルガノグループの環境負荷量のインプット・アウトプット

オルガノの
事業活動

水処理
エンジニアリング

事業

機能商品事業

INPUT

資材

コピー用紙等 30

エネルギー

電力量
ガソリン
軽油
灯油
A重油
LPガス
都市ガス

t

MWh

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

m3

m3

12,185
1
1
29
0

471
554,854

水

上水
工業用水
地下水

m3

m3

m3

32,783
273,150
182,967

OUTPUT

廃棄物

一般廃棄物
産業廃棄物
特別産業廃棄物
リサイクル量*

CO2排出量

7,603

排水量

t

411,577 m3

t

t

t

t

61
368
15
377

※資材、エネルギー、水、廃棄物、CO2排出量、
排水量について、以下の事業所データを集
計しました。

　オルガノ株式会社 本社、開発センター、
つくば工場、いわき工場、オルガノフード
テック株式会社本社工場

※水の収支については蒸発、散水等及び
製品による持ち出し、持ち込みは含んで
いません。

＊リサイクル量には、熱リサイクル分を含みます。

エネルギー・廃棄物
当社グループの事業活動に伴う環境負荷の主なものには、エネルギーの使用、廃棄物の排出などがあります。
今後も環境負荷量の低減に努めてまいります。
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環境への取り組み

◆ エネルギー使用量（原油換算）

　2009〜2017年度の主要事業所の	
エネルギー使用量は右のとおりでした。
　当社は「エネルギーの使用の合理化に
関する法律」における特定事業者に該当
し、開発センターについては、第二種エネ
ルギー管理指定工場等に該当します。
　今後も全事業所において、省エネル
ギー活動に努めてまいります。

◆ 廃棄物排出量

電子マニュフェスト導入

　2009～2017年度の主要事業所の廃
棄物排出量は右のとおりでした。
　リサイクル率については、工場において
前年よりも低下しましたが、比較的高い水
準を維持しています。
　今後もグループ各事業所において、一
層の廃棄物排出量の抑制とリサイクル率
の向上に継続して努めてまいります。

　当社では電子マニュフェストの本格導入
を開始しました。
　従来型の印刷物によるマニュフェストで
は、廃棄物の運搬や廃棄処分など各工程で
の記入や確認に時間差が生じ、情報確認の
即時性に欠けるデメリットがありました。電
子化の導入により、処理状況の確認や集計
の迅速化、省力化が可能となり、業務効率
化へ寄与しています。

開発センター内の廃棄物分別

※工場の数値は、つくば工場、いわき工場、オルガノフードテック株式会社本社工場の合計

5,0000 1,000 2,000 3,000 4,000 （kℓ）

本社 工場開発センター

●エネルギー使用量

2016

2017

2009

2010

2012

2013

2014

2015

2011

819 1,884 1,032

995 2,062 1,421

815 1,938 1,350

900

862

1,895

1,877

1,323

1,302

844 1,805

1,829

1,313

819

819

1,927 1,424

814 1,759 1,214

1,176

リサイクル

廃棄処分

リサイクル

廃棄処分

2
0
1
1

2
0
0
9

600（t）4002000
本社 工場開発センター

●廃棄処分量とリサイクル量

※工場の数値は、つくば工場、いわき工場、オルガノフードテック株式会社本社工場の合計
※廃棄処分量は、再生利用されない一般廃棄物、産業廃棄物、特別産業廃棄物の合計

リサイクル

廃棄処分

2
0
1
2

リサイクル

廃棄処分

2
0
1
3

リサイクル

廃棄処分

2
0
1
4

リサイクル

廃棄処分

2
0
1
5

リサイクル

廃棄処分

2
0
1
6

リサイクル

廃棄処分

2
0
1
0

32648 53

35343 67

リサイクル

廃棄処分

2
0
1
7

29841 38

31252 81

385

30757 43

55 58

424

24958 82

56 100

208

13553
24

40 58

257

39721 43

37 130

230

27147 39

28550

39 54

33141 46

54

21847

33852 58

42
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環境への取り組み

製品を通じた環境保全活動
当社は、大型水処理装置の製造販売やメンテナンス等を行う「水処理エンジニアリング事業」と標準型水処理機器や
水処理薬品等の製造販売を行う「機能商品事業」を展開しており、環境に配慮したものづくりや技術開発を行ってい
ます。

排水処理を通じた環境負荷低減

排水中からのフッ素回収技術　～晶析技術により廃棄物ゼロを実現～
　半導体製造工場などで用いられたフッ酸（フッ化水素酸）は、これまで排水として排出された後、産業廃棄物として処分され
ていました。当社のエコクリスタは、晶析技術を応用し、排水中のフッ素を純度95%以上のフッ化カルシウム（人工蛍石）として
回収する技術です。回収したフッ化カルシウムは、フッ酸の原料としてリサイクルされ、工場の廃棄物削減と資源の有効利用に
貢献しています。

◆フッ素含有排水処理・回収概念図

高純度フッ酸

フッ酸製造工場 エコクリスタ

フッ素含有排水

工場

蛍石
（CaF2）

ペレット回収

シード材

エコクリスタにより、
CaF2の回収再利用実現

TOPIC

排水からの水回収技術　～MBR方式を採用した標準型排水処理装置～
　オーファスOFAS-S1シリーズは、微生物処理と精密ろ過処理を融合し
たMBR（膜分離活性汚泥）方式を採用した標準型排水処理装置です。
　生物処理と膜による固液分離を同時に行うことで良好な水質の処理水
を安定して得ることができることから、処理水をそのまま水洗トイレ用水
などに利用できるほか、純水の原水としても再利用することが可能です。
工場や事業所において、水使用量削減による環境負荷低減に貢献します。

標準型排水処理装置
OFAS-S1シリーズ

撹拌式エコクリスタF-HC

25 オルガノグループ	CSR	Report	2018

環境への取り組み

グラニュール：微生物が自己造粒作用により形成した粒状の塊。沈
降性が非常によいため、高濃度の微生物を保持することが可能。

純水：濁質成分、塩分、有機物など不純物を除いた水で、分析用、飲
料原料、洗浄用などに用いられる。一般的に電解質濃度の指標とさ
れる電気伝導率1μS/cm以下を純水と呼ぶことが多い。

晶析：溶液からその中に含まれている成分を結晶として析出させ
る操作。化学品の精製や造粒で用いられることが多い。

生物処理：水中の有機物を微生物の浄化作用を利用して処理する
方法。一般的に必要エネルギーが少なく、環境にやさしい処理法と
される。溶存酸素が必要な好気処理と溶存酸素が不要な嫌気処理
とに分けられる。

脱塩：水中に含まれる無機塩（NaClなどの塩分）を除去すること。

ヒートポンプ：空気や液体などから効率的に熱を集めることで、少
ない投入エネルギーで大きな熱エネルギーを取り出し利用する
技術。省エネ技術として注目されており、近年では給湯器やエアコ
ン、冷蔵庫など身近な製品で活用されている。

蛍石：フッ化カルシウム（CaF2）を主成分とする天然鉱物で、フッ酸
（フッ化水素酸）の原料等として用いられる。フッ酸廃液からリサイ
クルされるフッ化カルシウムは人工蛍石（あるいは回収蛍石等）と
称する。

ろ過：砂、繊維、膜などを用いて目的物をこし分ける方法の総称。
水処理では濁質成分を除去する目的で多く用いられる。

用語解説

グラニュール技術を利用した排水処理技術　～ユニークな先端技術の開発～
　工場排水や生活排水の適切な処理は、快適でかつ安全な環境を維持するために必要不可欠な技術です。当社は従来より下
排水処理の技術開発に積極的に取り組んでおり、高度でユニークな技術を提供しています。
　最近では高効率な生物処理を可能とするグラニュール技術を利用した、工場から排出される窒素含有排水の高速処理シス
テムや、都市下水などの低濃度有機物含有排水処理技術を独自に開発しており、環境負荷低減に貢献しています。

TOPIC
　当社が開発した「グラニュールを用いた高速窒素排水処理システ
ム」が、平成27年度（公社）日本水環境学会技術賞を受賞しました。
　本システムは、窒素含有排水の処理に関与する微生物に特殊な
条件を与えることにより、沈降速度に優れるグラニュールとすること
で、反応槽内の微生物濃度を飛躍的に上昇させて、従来の3～5倍も
の高速処理を可能としたものであるという特徴が評価され、本表彰
に至ったものです。

好通気グラニュール

環境に配慮した純水・超純水製造装置

節水型超純水製造装置
～水回収率の向上により原水使用量を削減～

電気再生式脱塩装置EDI
～薬品を使用しない純水製造技術～

　電気再生式脱塩装置EDIは、薬品を
使わず電気で水中のイオンを除去す
る装置で、酸やアルカリ排水が発生せ
ず、環境にやさしい純水製造装置です。
　当社は処理の効率化によって従来
比最大30%の消費電力削減を実
現するなど、独自の技術開発・改
良を進めています。
　キャビネット型からプラントま
で各種純水・超純水製造装置に
組み込まれ、電子産業の工場を
はじめ様々な場面で活用されて
います。

　オルトリアUCシリーズは、前処理、一次純水製造、超純
水製造の各工程をユニット化した最新の超純水製造装置
です。RO膜の閉塞を防止する分散剤の自動添加システ
ムを標準搭載することで、RO処理における水回収率を従
来の55%から80%にまで向上させ、大幅な節水を実現し
ました。
　また、当社独自の自動流
量制御システムやインバー
タ搭載純水ポンプ等を採
用することで無駄なエネル
ギーを削減するなど、省エネ
にも貢献します。

キャビネット型純水製造装置
スーパーデサリナー
SD-XP/HFシリーズ

EDI-XPシリーズ

ユニット型超純水製造装置
オルトリアUCシリーズ
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当社と東芝メモリー株式会社（当時東芝セミコンダクタ―＆ス
トレージ社）四日市工場、AGC株式会社（当時旭硝子株式会社）
千葉工場の3社で実施している「フッ酸廃液からの人工蛍石の
回収・リサイクル事業」が、（一社）産業環境管理協会主催の平
成26年度資源循環技術・システム表彰において、経済産業大
臣賞を受賞しました。
本事業では、東芝四日市工場で半導体のエッチング剤として
使用されたフッ酸廃液から当社のエコクリスタにより回収した
高純度な人工蛍石を、AGC株式会社（当時旭硝子株式会社）千
葉工場が有価物として引き取り、フッ酸の原料としてリサイクル
しています。
今回の受賞は、当事業が再生資源の有効利用の観点から高く
評価されたことによるものです。



環境への取り組み

水処理薬品を利用した省エネへの貢献

エネルギーの効率的な活用技術

冷却水処理剤オルブレイドJシリーズ　〜高い殺菌・殺藻能力で省エネ運転を実現〜

　工場やビル等の開放系冷却塔では、連続運転の間に熱
交換器に微生物や藻類由来の汚れ（スライム）が付着しま
す。スライムは冷却効率の低下、さらには消費電力の増大
につながることから、その発生防止と除去が求められてい
ます。
　オルブレイドJシリーズは当社独自の製造技術で開発し
た次亜臭素酸塩系無機殺菌成分により強力な殺菌・殺藻
効果を有し、スライムの付着による冷却効率の低下を防ぐ
ことで冷却塔の省エネ運転に貢献する新しいスライムコン
トロール剤です。

水
みず
熱
ねつ
利用システム　〜「水の熱」を高効率に回収利用〜

　工場や各種施設では、排水や冷却水、地下水などが持つ熱エネルギーが回収されず系外に捨てられていました。
　水熱利用システムは、ヒートポンプ技術を利用し、従来の熱交換器ではできなかった「低温側から高温側への熱移動」を可能
にしました。これにより水が持つ熱エネルギーを高効率に回収することができます。
　さらに本システムでは、冷水の冷却排熱を回収利用して温水加熱を行うため、温水・冷水の同時供給が可能です。温水・冷
水の供給にそれぞれ独立した熱源機が必要だった従来システムに比べ、エネルギー消費量とCO2排出量の大幅な削減が実現
できます。

※ LTD(Leave Temperature Difference)：熱交換器の汚れ状態を表す
指標。数値が大きいほど冷却効率が低下している状態を示す。

◆オルブレイドJシリーズへの切替えによる電力量・
　CO2排出量削減の試算例

1,500

2,500
2,400
2,300
2,200
2,100
2,000
1,900
1,800
1,700
1,600

LTD = 1℃
（薬剤切替後）

LTD = 4℃
（薬剤切替前）

電
力

量
［

M
W

h/
年

］

600

800

1,000

CO
2 
排

出
量

［
t/

年
］

電力量
CO2排出量

【試算条件】
　冷凍能力：500 USRt
　冷媒：R-134a
　冷却水出口温度：32℃
　電気料金：10円/kWh

電力量、CO2排出量を
約11％削減

加温用
熱交換器

脱脂液
循環保温

塗装工程 温水ヒータ
コンプレッサ

冷却水

コンプレッサ室

コンプレッサ室

37℃

32℃

コンプレッサ
冷却水

50℃

循環タンク

加温用
熱交換器

塗装工程

脱脂液
循環保温

55℃

水熱利用装置

エネルギーコスト
約7,200千円 / 年（53％）削減

CO2 排出量
約139t / 年（45％）削減

コンプレッサ冷却水を熱源に利用し、
塗装工程の脱脂液をヒータに替わって加温

◆導入試算例（機械部品工場）

平成28年度
省エネ大賞

省エネルギーセンター
会長賞 受賞

平成28年度
かながわ地球
環境賞 受賞
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事業所紹介
当社グループの主要な開発、製造拠点である開発センター、いわき工場、つくば工場及びオルガノフードテック本社
工場では、以下のような環境保全活動を推進しています。

　つくば工場は水処理の基幹材であるイオン交換樹脂の
精製などを行っており、資源の有効活用と省エネルギーを
考慮した活動を通じて環境保護に努めています。特に、分
別の徹底による廃棄物削減を推進するとともに、当社が得
意とする技術を活かし、工場内での水のリサイクルに取り
組んでいます。

　開発センターでは、省資源や省薬品化など環境負荷低
減につながる「水を創る」「水を浄化する」技術をはじめとす
る各種研究・開発を行っています。開発した技術・製品は
水回収や資源回収、省エネなどでお客様の工場棟での環
境改善に貢献しています。また地下水や冷却環水の熱を
回収し、敷地内で使用する温水を製造する「水熱回収シス
テム」を導入し、エネルギーの有効活用を図っています。

　埼玉県幸手市のオルガノフードテック（株）本社工場で
は、ハムや即席めんに欠かせない食品素材や食品添加物
製剤を製造しています。食品加工に使用される製品の安
全・安心はもとより、省資源、省エネ、廃棄物削減など環境
保全、環境負荷低減に努めています。2015年11月には
再生可能エネルギー発電設備の認定を受けた太陽光発電
システムを導入しました。

　いわき工場では、各種水処理装置の製造・組立を行って
います。廃棄物の削減、リサイクル及びエネルギーの削減
に努め、あわせて購入資材の有効利用の促進を図ってい
ます。装置の製造では、3次元CADなどの設計ツールを用
いて環境にやさしいユニット製品の開発・設計を行い、環
境配慮型製品の納入によってお客様工場の環境負荷低減
に貢献しています。

◆ 開発センター ◆ いわき工場

◆ つくば工場 ◆ オルガノフードテック株式会社 本社工場

グループ概要
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グループ概要

会社概要

商 　 　 号

創 　 　 業

資 本 金

代 表 者

従 業 員 数

事 業 内 容

主 要 事 業 所

オルガノ株式会社（英文 ORGANO CORPORATION）

1946年5月1日

8,225,499,312円

代表取締役社長　鯉江 泰行

連結2,179名（単体1,018名）（2018年3月31日現在）

当社は総合水処理エンジニアリング会社として、イオン交換樹脂、分離膜、活性炭等を使用する
各種用排水処理装置の製造、販売、メンテナンス及び水処理アウトソーシング受託並びに各種薬
品、食品加工材の販売を主な事業としております。

〒136-8631　東京都江東区新砂1丁目2番8号
〒252-0332　神奈川県相模原市南区西大沼4丁目4番1号
〒300-2646　茨城県つくば市緑ヶ原2丁目3番（つくばテクノパーク豊里）
〒970-1144　福島県いわき市好間工業団地1番66
〒060-0907　北海道札幌市東区北7条東5丁目8番37号（北オルビル）
〒980-0014　宮城県仙台市青葉区本町1丁目11番1号（HF仙台本町ビルディング）
〒136-8631　東京都江東区新砂1丁目2番8号
〒464-0075　愛知県名古屋市千種区内山3丁目7番3号（NTPプラザ千種内山）
〒564-0053　大阪府吹田市江の木町1番6号（関西オルガノビル）
〒732-0827　広島県広島市南区稲荷町2番14号（和光稲荷町ビル）
〒810-0012　福岡県福岡市中央区白金1丁目4番2号（オルガノ九州ビル）
10F,No.158,Sec.2,Gongdao 5th Rd.,Hsinchu City 300,TAIWAN R.O.C.

本 社
開発センター
つくば工場
いわき工場
北海道支店
東 北 支 店
関 東 支 店
中 部 支 店
関 西 支 店
中 国 支 店
九 州 支 店
台 湾 支 店

● 北海道支店

● 関西支店

● 中国支店

● 九州支店

● 東北支店

● つくば工場

● いわき工場

● 関東支店

● 本社

● 開発センター

● 中部支店
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グループ概要

主要グループ会社

国 内

海 外

オルガノプラントサービス株式会社（水処理装置メンテナンス、維持管理）
オルガノフードテック株式会社（食品加工材製造、販売）
オルガノエコテクノ株式会社（中小型排水処理装置製造、販売）
オルガノアクティ株式会社（印刷、保険代理、管理業務受託）
株式会社ホステック（水処理装置製造）
東北電機鉄工株式会社（化学プラント工事）

Organo（Asia）Sdn.Bhd.、Organo (Suzhou) Water Treatment Co.,Ltd.、
Organo Technology Co.,Ltd.、Organo（Thailand）Co.,Ltd.、
Organo（Singapore）Pte Ltd、Organo（Vietnam）Co.,Ltd.、PT Lautan Organo Water、
Murugappa Organo Water Solutions Private Limited

2017年4月1日〜2018年3月31日。ただし、一部の報告では複数年にわたる報告を行っております。報告対象期間：

以下の名称は、オルガノ株式会社の登録商標または商標です。
「エコクリスタ、オーファス、オルトリア、スーパーデサリナー、オルブレイド、OFAS、ピュアライト、ピューリック、みずねつ／水熱」

●ORGANO (SUZHOU) WATER TREATMENT CO., LTD.

●ORGANO TECHNOLOGY CO., LTD.

●ORGANO (THAILAND) CO., LTD.

●ORGANO (VIETNAM) CO., LTD.

●ORGANO (SINGAPORE) PTE LTD

●ORGANO (ASIA) SDN.BHD.

●MURUGAPPA ORGANO WATER SOLUTIONS LIMITED

●PT LAUTAN ORGANO WATER
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〒136-8631 東京都江東区新砂1-2-8
ホームページアドレス　www.organo.co.jp/

CAT-NO.：G-8-2018　
1.5TP19年05月印刷P3新TQV
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